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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期の連結経営成績につきましては、経常収益は株式等売却益の増加を主因として、前年

同期比 32 億 26 百万円増加して 1,218 億 27 百万円となりました。一方、経常費用は国債等債券売却

損に加え、その他業務費用の増加を主因として、前年同期比 11 億 47 百万円増加して 838 億 50 百万

円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比 20 億 79 百万円増加して 379 億 76 百万円、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は前年同期比 56 百万円増加して 249 億 40 百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末比1,006億円減少して10兆945億円となり、

純資産は利益剰余金の増加を主因に、前連結会計年度末比144億円増加して5,927億円となりました。 

主要な勘定の残高につきましては、譲渡性預金を含めた預金は前連結会計年度末比 632億円減少し

て９兆 1,458 億円、貸出金は前連結会計年度末比 1,618 億円増加して６兆 3,898 億円、有価証券は前

連結会計年度末比 1,272 億円減少して２兆 1,967 億円となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 27年 11 月６日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計基準等の改正に伴う会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21号 平成 25年９月 13日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。以下

「連結会計基準」という。）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25 年９

月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継

続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取

得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期

連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配

分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計

年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準第 44－５

項（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半

期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は 98 百万円増加しております。

また、当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金が 98 百万円減少しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

現金預け金 965,274 912,234

コールローン及び買入手形 283,250 211,505

買入金銭債権 8,362 8,559

特定取引資産 6,244 5,400

金銭の信託 48,096 47,852

有価証券 2,323,984 2,196,703

貸出金 6,228,014 6,389,891

外国為替 14,281 21,368

リース債権及びリース投資資産 13,349 13,428

その他資産 185,282 174,480

有形固定資産 87,999 88,549

無形固定資産 16,886 10,489

退職給付に係る資産 33,476 33,466

繰延税金資産 2,880 2,974

支払承諾見返 52,292 49,314

貸倒引当金 △74,490 △71,628

資産の部合計 10,195,184 10,094,592

負債の部

預金 8,441,551 8,384,916

譲渡性預金 767,528 760,935

コールマネー及び売渡手形 75,070 58,454

債券貸借取引受入担保金 24,028 34,553

特定取引負債 5,424 4,514

借用金 39,821 35,228

外国為替 309 211

社債 25,000 -

新株予約権付社債 72,102 72,366

その他負債 81,218 70,746

賞与引当金 3,015 1,854

退職給付に係る負債 3,467 3,313

役員退職慰労引当金 36 35

利息返還損失引当金 36 39

睡眠預金払戻損失引当金 1,357 1,019

ポイント引当金 70 77

特別法上の引当金 11 16

繰延税金負債 12,991 12,816

再評価に係る繰延税金負債 11,462 11,445

支払承諾 52,292 49,314

負債の部合計 9,616,796 9,501,859
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部

資本金 50,000 50,000

資本剰余金 59,686 59,548

利益剰余金 386,187 407,739

自己株式 △24,320 △24,068

株主資本合計 471,553 493,220

その他有価証券評価差額金 71,146 63,643

繰延ヘッジ損益 △315 △274

土地再評価差額金 23,993 23,957

退職給付に係る調整累計額 5,003 4,625

その他の包括利益累計額合計 99,827 91,951

新株予約権 511 558

非支配株主持分 6,495 7,002

純資産の部合計 578,387 592,733

負債及び純資産の部合計 10,195,184 10,094,592
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

経常収益 118,601 121,827

資金運用収益 80,517 75,562

（うち貸出金利息） 58,973 57,635

（うち有価証券利息配当金） 20,616 16,495

役務取引等収益 18,208 18,475

特定取引収益 1,958 1,523

その他業務収益 9,691 12,015

その他経常収益 8,225 14,250

経常費用 82,703 83,850

資金調達費用 6,244 5,936

（うち預金利息） 4,844 4,492

役務取引等費用 5,566 5,879

特定取引費用 － 2

その他業務費用 3,908 10,760

営業経費 64,765 59,744

その他経常費用 2,218 1,527

経常利益 35,897 37,976

特別利益 2,390 1,353

固定資産処分益 － 14

負ののれん発生益 2,390 －

退職給付信託返還益 － 1,338

特別損失 271 126

固定資産処分損 47 46

減損損失 20 75

段階取得に係る差損 200 －

金融商品取引責任準備金繰入額 3 5

税金等調整前四半期純利益 38,017 39,202

法人税、住民税及び事業税 8,670 10,543

法人税等調整額 4,032 3,322

法人税等合計 12,703 13,865

四半期純利益 25,314 25,337

非支配株主に帰属する四半期純利益 429 396

親会社株主に帰属する四半期純利益 24,884 24,940
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 25,314 25,337

その他の包括利益 30,070 △7,835

その他有価証券評価差額金 29,268 △7,499

繰延ヘッジ損益 21 40

退職給付に係る調整額 793 △377

持分法適用会社に対する持分相当額 △13 -

四半期包括利益 55,384 17,501

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 54,954 17,101

非支配株主に係る四半期包括利益 429 400
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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(単位：百万円) (単位：百万円)

平成28年3月期 平成27年3月期 平成27年3月期

第3四半期 前年同期比 第3四半期 （参考）
（9カ月） (9カ月） (年間）

121,827  3,226  118,601  159,046  
85,024  △ 9,661  94,685  123,311  
69,652  △ 4,649  74,301  96,591  
12,595  △ 47  12,642  16,883  
1,521  △ 437  1,958  2,573  
1,255  △ 4,527  5,782  7,262  
( 4,341) (△3,206) ( 7,547) ( 8,432) 
59,159  △ 4,188  63,347  83,429  
25,864  △ 5,473  31,337  39,881  
21,522  △ 2,267  23,789  31,449  

①     -      -      -      -  
25,864  △ 5,473  31,337  39,881  
12,138  7,549  4,589  7,488  
8,588  5,389  3,199  4,503  

② 203  △ 16  219  293  
③ 1,772  △ 998  2,770  3,943  
④ 8  △ 280  288  321  

37,976  2,079  35,897  47,332  
1,226  △ 893  2,119  1,983  
39,202  1,185  38,017  49,315  
13,865  1,162  12,703  18,236  
25,337  23  25,314  31,079  
396  △ 33  429  555  

24,940  56  24,884  30,523  

△ 1,578  1,260  △ 2,838  △ 3,971  
（注）  １．金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

 ２．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用＋信託報酬）
　　　　　　　　　　　 ＋(特定取引収益－特定取引費用)＋(その他業務収益－その他業務費用)
 ３．連結業務純益（一般貸倒引当金繰入前）＝連結粗利益－経費（除く臨時処理分）
 ４．連結コア業務純益＝連結業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益
 ５．連結業務純益＝連結粗利益－経費（除く臨時処理分）－一般貸倒引当金繰入額
 ６．法人税等合計＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額

（ご参考）

13      -  13  13  

3      -  3  3  

うち不良債権処理額(△)
うち貸倒引当金戻入益

一般貸倒引当金繰入額(△)
連結業務純益
臨時損益
うち株式等関係損益

与信関係費用（①＋②－③－④）(△)

四半期（当期）純利益

特別損益
経常利益

法人税等合計（△）

非支配株主に帰属する四半期(当期)純利益（△）

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

持分法適用会社数

連結粗利益
資金利益
役務取引等利益
特定取引利益
その他業務利益

うち償却債権取立益

税金等調整前四半期（当期）純利益

連結子会社数

１．損益の状況

経費（除く臨時処理分）（△）

連結コア業務純益

連結経常収益

（うち国債等債券損益）

（１）山口フィナンシャルグループ【連結】

連結業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

・山口フィナンシャルグループの連結決算につきましては、経常収益は株式等売却益等の
　増加を主因に、前年同期比32億26百万円増加して1,218億27百万円となりました。
・経常利益は、経費の減少及び株式等関係損益等の増加により前年同期比20億79百万
　円増加して379億76百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比
　56百万円増加して249億40百万円となりました。
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（２）３行合算【単体】 （単位：百万円） （単位：百万円）

平成28年3月期 平成27年3月期 平成27年3月期

第3四半期 前年同期比 第3四半期 （参考）

（9カ月） (9カ月） (年間）

 経常収益 110,597  △ 563  111,160  146,540  

 業務粗利益 81,049  △ 9,051  90,100  116,887  

資金利益 71,111  △ 3,777  74,888  97,456  

役務取引等利益 9,161  △ 148  9,309  12,539  

特定取引利益 2  △ 60  62  54  

その他業務利益 773  △ 5,067  5,840  6,837  

　（うち国債等債券損益） ( 4,391) (△3,152) ( 7,543) ( 8,147) 

 経費（除く 臨時処理分）  （△） 52,424  △ 4,663  57,087  75,040  

 業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 28,625  △ 4,388  33,013  41,847  

 コア業務純益 24,234  △ 1,235  25,469  33,699  

一般貸倒引当金繰入額 （△）       ① △ 2,339  661  △ 3,000  △ 4,872  

 業務純益 30,965  △ 5,048  36,013  46,719  

 臨時損益 9,951  7,995  1,956  3,107  

 うち株式等関係損益 8,588  5,391  3,197  4,501  

 うち不良債権処理額 （△） ② 729  394  335  1,089  

 うち貸倒引当金戻入益 ③                   -                   -                   -                   -

 うち償却債権取立益 ④ 7  △ 280  287  319  

 経常利益 40,890  2,949  37,941  49,787  

 特別損益 1,231  1,306  △ 75  △ 209  

42,122  4,256  37,866  49,578  

 法人税等合計 （△） 13,128  1,092  12,036  17,432  

28,993  3,164  25,829  32,145  

 与信関係費用（①＋②－③－④）（△） △ 1,617  1,336  △ 2,953  △ 4,102  

（注） １． 金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

       ２． 業務純益（一般貸倒引当金繰入前）＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

３． コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

４． 一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を合算して、取崩超過となっている場合は、3行合算上はそれぞれの勘定に戻した上で

      合計しております。

５． 法人税等合計＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額

 税引前四半期（当期）純利益

 四半期（当期）純利益
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（３）単体
①山口銀行

（単位：百万円） （単位：百万円）

平成28年3月期 平成27年3月期 平成27年3月期

第3四半期 前年同期比 第3四半期 （参考）

（9カ月） (9カ月） （年間）

 経常収益 63,682  △ 1,181  64,863  85,062  
 業務粗利益 45,074  △ 5,591  50,665  65,863  
資金利益 38,625  △ 2,570  41,195  53,540  
役務取引等利益 5,835  112  5,723  7,788  
特定取引利益 2  △ 60  62  54  
その他業務利益 610  △ 3,074  3,684  4,480  
　（うち国債等債券損益） ( 4,288) (△1,522) ( 5,810) ( 6,395) 

 経費（除く 臨時処理分）  （△） 24,599  △ 3,700  28,299  36,970  
 業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 20,475  △ 1,891  22,366  28,893  
 コア業務純益 16,186  △ 370  16,556  22,498  
一般貸倒引当金繰入額 （△） ①                 -              -                 -     -  
 業務純益 20,475  △ 1,891  22,366  28,893  
 臨時損益 6,639  4,714  1,925  2,486  
 うち株式等関係損益 5,608  3,356  2,252  3,051  
 うち不良債権処理額 （△） ② 51  5  46  63  
 うち貸倒引当金戻入益 ③ 196  △ 814  1,010  686  
 うち償却債権取立益 ④ 4  △ 1  5  6  

 経常利益 27,087  2,825  24,262  31,341  
 特別損益 1,256  1,267  △ 11  △ 13  
 税引前四半期（当期）純利益 28,344  4,094  24,250  31,327  
 法人税等合計 （△） 9,199  1,170  8,029  11,320  
 四半期（当期）純利益 19,145  2,925  16,220  20,006  

 与信関係費用（①＋②－③－④）（△） △ 148  821  △ 969  △ 629  
（注） １． 金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２． 業務純益（一般貸倒引当金繰入前）＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

３． コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

４． 法人税等合計＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額

・経常収益は、資金運用収益及び国債等債券売却益等の減少により、前年同期比１１億８１
　百万円減少して６３６億８２百万円となりました。
・経常利益は、株式等売却益の増加や経費の減少等により、前年同期比２８億２５百万円
　増加して２７０億８７百万円となり、四半期純利益は、前年同期比２９億２５百万円増
　加して１９１億４５百万円となりました。
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②もみじ銀行

（単位：百万円） （単位：百万円）

平成28年3月期 平成27年3月期 平成27年3月期

第3四半期 前年同期比 第3四半期 （参考）

（9カ月） (9カ月） （年間）

 経常収益 37,983  △ 728  38,711  51,638  
 業務粗利益 27,625  △ 3,500  31,125  40,014  
資金利益 24,811  △ 1,423  26,234  34,032  
役務取引等利益 2,778  △ 131  2,909  3,882  
その他業務利益 34  △ 1,947  1,981  2,100  
　（うち国債等債券損益） ( 101) (△1,632) ( 1,733) ( 1,752) 

 経費（除く 臨時処理分）  （△） 20,780  △ 1,201  21,981  28,958  
 業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 6,844  △ 2,300  9,144  11,056  
 コア業務純益 6,742  △ 669  7,411  9,304  
一般貸倒引当金繰入額 （△） ①              -　              -                  -     -  
 業務純益 6,844  △ 2,300  9,144  11,056  
 臨時損益 4,650  2,454  2,196  4,394  
 うち株式等関係損益 2,515  1,553  962  1,475  
 うち不良債権処理額 （△） ② 105  △ 44  149  189  
 うち貸倒引当金戻入益 ③ 1,337  176  1,161  2,433  
 うち償却債権取立益 ④ 2  △ 279  281  311  

 経常利益 11,495  154  11,341  15,450  
 特別損益 △ 15  48  △ 63  △67  

11,479  202  11,277  15,383  
 法人税等合計 （△） 3,151  △ 8  3,159  4,751  

8,328  210  8,118  10,631  

 与信関係費用（①＋②－③－④）（△） △ 1,235  59  △ 1,294  △ 2,556  
（注） １． 金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２． 業務純益（一般貸倒引当金繰入前）＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

３． コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

４． 法人税等合計＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額

 税引前四半期（当期）純利益

 四半期（当期）純利益

・経常収益は、資金運用収益及び国債等債券売却益の減少等により、前年同期比７億
　２８百万円減少して３７９億８３百万円となりました。
・経常利益は、経費の減少や株式等関係損益の増加を主因として、前年同期比１億
　５４百万円増加して１１４億９5百万円となり、四半期純利益は、前年同期比2億
　１０百万円増加して８３億２８百万円となりました。
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③北九州銀行

（単位：百万円） （単位：百万円）

平成28年3月期 平成27年3月期 平成27年3月期

第3四半期 前年同期比 第3四半期 （参考）

（9カ月） (9カ月） （年間）

 経常収益 10,745  274  10,471  13,916  
 業務粗利益 8,350  41  8,309  11,009  
資金利益 7,675  217  7,458  9,883  
役務取引等利益 546  △ 130  676  869  
その他業務利益 128  △ 46  174  256  
　（うち国債等債券損益） ( 1)   ( 1)                  -     -  

 経費（除く 臨時処理分）  （△） 7,044  238  6,806  9,111  
 業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 1,306  △ 196  1,502  1,897  
 コア業務純益 1,304  △ 198  1,502  1,897  
一般貸倒引当金繰入額 （△） ①                -                  -                  -     -  
 業務純益 1,306  △ 196  1,502  1,897  
 臨時損益 1,001  166  835  1,098  
 うち株式等関係損益 464  481  △ 17  △ 25  
 うち不良債権処理額 （△） ② 46  23  23  40  
 うち貸倒引当金戻入益 ③ 279  △ 433  712  956  
 うち償却債権取立益 ④              -            △0 0  0  

 経常利益 2,307  △ 30  2,337  2,995  
 特別損益 △ 9  △ 9               △ 0 △ 128  

2,297  △ 40  2,337  2,867  
 法人税等合計 （△） 778  △ 69  847  1,360  

1,519  30  1,489  1,506  

 与信関係費用（①＋②－③－④）（△） △ 233  456  △ 689  △ 916  
（注） １． 金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２． 業務純益（一般貸倒引当金繰入前）＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

３． コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

４． 法人税等合計＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額

 税引前四半期（当期）純利益

 四半期（当期）純利益

・経常収益は、資金運用収益や株式等売却益の増加を主因として、前年同期比2億７４
   百万円増加して１０７億4５百万円となりました。
・経常利益は、経費等の増加や役務取引等利益の減少等により、前年同期比３０百万
　円減少して２３億７百万円となり、四半期純利益は、前年同期比３０百万円増加し
　て１５億１9百万円となりました。

株式会社山口フィナンシャルグループ（8418）　平成28年３月期　第３四半期決算短信

－ 13 －



２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示【単体】

（単位：億円、％） 【参考】（単位：億円、％）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 455 550 454 
危険債権 523 562 527 
要管理債権 140 218 140 
　　　合　　計 1,118 1,332 1,123 
総与信に占める開示額の割合 1.72 2.12 1.73 
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 171 177 167 
危険債権 286 321 297 
要管理債権 93 162 92 
　　　合　　計 551 661 558 
総与信に占める開示額の割合 1.58 1.94 1.60 
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 193 262 193 
危険債権 152 172 147 
要管理債権 28 36 29 
　　　合　　計 374 471 371 
総与信に占める開示額の割合 1.80 2.34 1.79 
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 89 111 93 
危険債権 84 68 82 
要管理債権 17 18 18 
　　　合　　計 192 198 193 
総与信に占める開示額の割合 2.03 2.29 2.11 

(注)１．上記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテゴリー（以下、「開

　　　 　示区分」という。）により分類しております。

　　 　　平成26年12月末・平成27年12月末の各開示区分の金額は、9月末から12月末までに倒産・不渡り・延滞等の客観的事実並びに信

　　　 　用格付の変動等を反映させた12月末時点における各残高を記載しております。

　   ２．債務者区分との関係

      　 破産更生債権及びこれらに準ずる債権　・・・　破綻先、実質破綻先の債権

     　  危険債権　・・・　破綻懸念先の債権

     　  要管理債権　・・・　要注意先のうち、元本もしくは利息の支払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和している債権

平成27年12月末 平成27年9月末平成26年12月末

もみじ銀行

３行合算

山口銀行

北九州銀行

  ・山口銀行の不良債権額は前年同期末比１１０億円減少し、不良債権比率は前年同期末比
     0.3６%低下しました。
  ・もみじ銀行の不良債権額は前年同期末比９７億円減少し、不良債権比率は前年同期末比
     0.５４%低下しました。
  ・北九州銀行の不良債権額は前年同期末比６億円減少し、不良債権比率は前年同期末比
　  0.２６%低下しました。
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３．時価のある有価証券の評価差額【単体】

（単位：億円） 【参考】 （単位：億円）

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

21,812 929 23,643 1,005 21,577 779

株式 1,406 775 1,329 695 1,342 697

債券 17,539 199 19,634 261 17,596 177

その他 2,866 △ 45 2,678 47 2,638 △ 94

14,801 715 16,451 784 14,687 626

株式 1,046 591 1,004 561 1,018 550

債券 12,070 146 14,026 204 12,106 128

その他 1,684 △ 23 1,420 19 1,562 △ 52

6,719 72 6,943 120 6,629 42

株式 136 46 143 40 129 39

債券 5,400 47 5,541 52 5,423 44

その他 1,182 △ 21 1,258 27 1,076 △ 42

291 141 249 99 261 111

株式 223 136 181 94 194 107

債券 67 4 67 4 67 4

その他              -              -              -              -              -              -

（単位：億円） 【参考】 （単位：億円）

帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益

49              0 42              0 42              0

10              0 11              0 9              0

             -              -              -              -              -              -

39              0 31              0 33              0

満期保有目的の債券

満期保有目的の債券

その他有価証券

その他有価証券

その他有価証券

その他有価証券

（注）１．「評価差額」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上しております。

      ２．満期保有目的の債券に係る「含み損益」は以下のとおりであります。

満期保有目的の債券

満期保有目的の債券

３行合算

山口銀行

もみじ銀行

北九州銀行

北九州銀行

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年9月末

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年9月末

３行合算

もみじ銀行

山口銀行

・3行合算の「その他有価証券」の評価差額は、前年同期末比７６億円減少し、９２９億円
　の評価益となりました。
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４．預金・貸出金等の状況
（１）預金の残高【単体】

（単位：億円） 【参考】　　　　（単位：億円）

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年9月末

３行合算 91,645 86,821 91,303

53,651 50,458 52,704

もみじ銀行 28,673 27,967 29,150
9,320 8,395 9,448

（注）預金には譲渡性預金を含めております。

（２）個人預り資産の残高【単体】

（単位：億円） 【参考】　　　　（単位：億円）

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年9月末

公共債 245 656 315

保険 6,604 5,806 6,433

投資信託 400 551 406

合計 7,250 7,014 7,155

公共債 119 424 174

保険 2,869 2,519 2,789

投資信託 216 307 221
合計 3,205 3,251 3,185

もみじ銀行 公共債 93 177 105
保険 3,468 3,064 3,385
投資信託 157 203 157
合計 3,719 3,444 3,649
公共債 32 53 34
保険 266 223 258
投資信託 26 41 27
合計 326 318 320

（注） 投資信託は時価ベース、公共債は額面ベース、保険（平準払保険を含まない年金保険・終身保険等）は販売額の

　　累計ベースです。

（単位：億円） 【参考】　　　　（単位：億円）

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年9月末
債券 641 0 556
株式 606 0 569
投資信託 1,231 0 1,205
その他 195 0 181
合計 2,674 0 2,512

（注） ワイエム証券は時価ベースで、その他にはMRF等を含んでおります。

山口銀行

北九州銀行

ワイエム証券

北九州銀行

３行合算

山口銀行

・3行合算の預金残高は、個人預金と法人預金がともに増加し、前年同期末比
   ４,８２４億円増加して９兆１,６４５億円となりました。
・山口銀行は、前年同期末比３,１９３億円増加して5兆３,６5１億円となりました。
・もみじ銀行は、前年同期末比７０６億円増加して2兆８,６７３億円となりました。
・北九州銀行は、前年同期末比９２５億円増加して９,３２０億円となりました。

・3行合算の個人預り資産残高は、前年同期末比２３６億円増加して、7,２５０億円
   となりました。
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（３）貸出金の残高【単体】

（単位：億円） 【参考】　　　（単位：億円）

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年9月末
貸出金 64,418 62,123 63,941
うち個人ローン 11,781 11,143 11,647
うち住宅ローン 10,308 9,662 10,174
うちその他ローン 1,473 1,481 1,473

（A) 36,955 35,756 36,543
（B) 64,059 61,772 63,603
（A) / (B) 57.68% 57.88% 57.45%

貸出金 34,501 33,629 34,438
うち個人ローン 5,573 5,292 5,509
うち住宅ローン 4,927 4,624 4,863
うちその他ローン 646 667 645

（C) 16,756 16,520 16,653
（D) 34,142 33,278 34,100
（C) / (D) 49.07% 49.64% 48.83%

もみじ銀行 貸出金 20,560 19,936 20,429
うち個人ローン 4,582 4,392 4,551
うち住宅ローン 4,079 3,880 4,041
うちその他ローン 502 511 510

（E) 13,263 12,823 13,113
（F) 20,560 19,936 20,429
（E) / (F) 64.50% 64.32% 64.18%

貸出金 9,356 8,557 9,074
うち個人ローン 1,625 1,459 1,586
うち住宅ローン 1,301 1,157 1,269
うちその他ローン 324 301 317

（G) 6,935 6,411 6,777
（H) 9,356 8,557 9,074
（G) / (H) 74.12% 74.92% 74.68%

５．自己資本比率

　　平成27年12月末時点の自己資本比率(当社及び山口銀行：国際統一基準、もみじ銀行及び

　　北九州銀行：国内基準)につきましては、現在算定中であり、確定次第開示いたします。

中小企業等貸出金
貸出金残高（国内）

３行合算

山口銀行

中小企業等貸出金
貸出金残高（国内）
中小企業等貸出金比率

(注)　「中小企業等貸出金」及び「貸出金残高（国内）」には、海外店分及び特別国際金融取引勘定分は含まれておりません。

中小企業等貸出金比率

中小企業等貸出金
貸出金残高（国内）
中小企業等貸出金比率

中小企業等貸出金
貸出金残高（国内）
中小企業等貸出金比率

北九州銀行

・3行合算の貸出金残高は、前年同期末比２,２９５億円増加して6兆４,４１８億円となりま
　した。
・山口銀行は、法人向け貸出を中心に前年同期末比８７２億円増加して3兆４,５０１億円と
   なりました。
・もみじ銀行は、地公体向け及び法人向け貸出を中心に前年同期末比６２４億円増加して
　２兆５６０億円となりました。
・北九州銀行は、法人向け貸出を中心に前年同期末比７９９億円増加して９,３５６億円と
   なりました。
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